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新型コロナウイルス感染症にり患した妊婦の状況調査

〇調査期間
令和２年２月１日～令和２年９月30日

〇対象
新型コロナウイルス感染症にり患した妊婦

〇調査方法
各保健所へり患した妊婦の発生数及び状況調査を実施

〇結果
り患した妊婦数 ２３人 （累積陽性者数：６,８９６人）
陽性者数のうちり患した妊婦の割合 ０.３３％

資料４
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新型コロナウイルス感染症にり患した妊婦の状況調査

妊娠初期

妊娠中期

9, 39%

妊娠後期

11, 48%

妊娠週数

最小週数 ７週

最大週数 ３８週

濃厚接触者

11, 48%
不明, 12, 52%

感染経路
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新型コロナウイルス感染症にり患した妊婦の状況調査

無症状

6, 26%

軽症, 15, 

65%

中等症 0, 0%

重症, 1, 5% 不明, 1, 4%

重症度

入院, 17, 

74%

自宅療養, 5, 22%

不明, 1, 4%

療養先

療養先はほとんどか入院だったが、自宅療養となった人もいた。
自宅療養となった理由は子どもの世話等があるため入院できない等であった。
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【参考】不安を抱える妊婦への分娩前新型コロナウイルス感染症検査事業

契約の対象となる医療機関検査の対象となる妊婦

 検査の受検を希望している
 妊娠週数が概ね35週～38週
 発熱等の感染を疑う症状がない
 過去に他自治体等で本事業を利用した検査の受検実績がない
 濃厚接触者ではない（過去２週間以内に陽性者との接触がない）

 妊婦が妊婦健診を行う医療機関
 妊婦の分娩予定の医療機関
 その他検査可能な産科医療機関 等

事業内容 詳細

検査の方法 核酸増幅法検査及び抗原定量検査

検体の種類 唾液、鼻咽頭拭い液、咽頭拭い液のいずれか

支払い額 検査１回当たり20,000円

この度、新型コロナウイルス感染症に対する妊婦の不安解消のための支援の一環として、本事業を開始しました。
なお、各自治体によって事業の実施方法が異なります。


